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むらの話題・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 11 ～ 13

放射線モニタリング測定値・・・・・・・・・・Ｐ 15

主　な　内　容
竹筒キャンドル「絆」に願いを込めて
　離れ離れになったかつらおの子どもたちの心の
絆をつなげたいと、かつらお子供絆クリスマス会
実行委員会主催により、１２月２１日『かつらお
子供きづなクリスマス会』が社会福祉協議会（中
郷）で開催されました。
　キャンドルの光に照らされた子どもたちの笑顔
が輝いていました。



平成 25年１月 （2）（3） 平成 25年１月

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆

さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
全
村
避
難
後
、
村
外
で
迎
え

る
２
度
目
の
正
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続

き
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
大
変
心
苦
し

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
12
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
「
葛
尾
村
復
興
計
画
」

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、「
復
興
委
員
会
」
に

お
い
て
平
成
23
年
12
月
か
ら
１
年
間
か
け
て
議
論
さ
れ
策
定

さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
10
年
間
の
葛
尾
村
の
道
し
る
べ
と
な

る
べ
き
も
の
で
す
。
策
定
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
環
境
省
に
よ
る
本
格
的
な
除
染
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
昨
年
は
、
一
部
を
除
く
村
内
水
田
の

草
刈
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
う
っ
そ
う
と
生
い

茂
っ
て
い
た
セ
イ
ダ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
等
が
倒
さ
れ
葛
尾
の

原
風
景
が
少
し
取
り
も
ど
さ
れ
た
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
除
染
作
業
に
よ
っ
て
膨
大
な
廃
棄
物
や
土
壌
等
が
で

る
予
定
で
、
落
ち
葉
や
剪
定
枝
あ
る
い
は
各
家
庭
の
片
付
け

な
ど
に
よ
っ
て
出
る
ご
み
等
に
つ
い
て
容
量
を
少
な
く
す
る

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
施

設
だ
け
で
は
、
処
理
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

焼
却
、
破
砕
等
を
行
う
仮
設
処
理
施
設
が
新
た
に
村
内
に
設

置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
き
れ
い
な
葛
尾
村
を
取
り
戻

す
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
整
備
し
徹
底
し
た
除
染
作

業
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
着
手
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
道
路

災
害
復
旧
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
着
手
し
、
村
へ
の
帰
還
に

向
け
た
事
業
と
し
て
、
村
内
外
へ
の
災
害
公
営
住
宅
の
建
設

に
も
着
手
い
た
し
ま
す
。

　
「
新
生
葛
尾
村
」
誕
生
に
向
け
、「
葛
尾
村
復
興
計
画
」
に

示
さ
れ
た
内
容
に
も
と
づ
き
、
迅
速
果
敢
に
事
業
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り

し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
新
生
葛
尾
村
」の
誕
生
に
向
け
て

葛
尾
村
長　
　

松　

本　

允　

秀

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 　

新
年
に
当
た
り
、
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
本
村
議
会
運
営
に
対
し
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

 　

さ
て
、
仮
設
住
宅
・
借
上
げ
住
宅
等
に
お
い
て
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
年
を
も
っ
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
精
神
的
苦
痛
を
思
う
と
、
本
当
に
心
が
痛
み
ま
す
。

　

物
事
は
『
先
手
必
勝
』
と
申
し
ま
す
。
先
に
先
に
と
準
備

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
う
ま
く
行
く
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ

ま
す
。『
段
取
り
八
分
』
と
は
、
そ
の
こ
と
を
言
う
の
で
す
。

　

ま
た
、『
苦
難
福
門
』
と
も
言
い
ま
す
。　

苦
し
み
を
乗

り
越
え
た
先
に
は
、
幸
福
が
待
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
れ
か
ら
逃
げ
る
の
で
は
な
く
歓

迎
す
る
、
つ
ま
り
『
難
が
有
り
』
と
書
い
て 

『
有
り
難
い
』

と
読
む
の
と
同
じ
で
す
。
苦
し
み
こ
そ
楽
し
み
の
原
点
で
あ

る
と
考
え
て
、
現
在
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
く
わ
す
で
あ
ろ
う
、

色
々
な
問
題
に
対
し
て
、
後
ろ
を
向
か
な
い
で
前
向
き
に 

一
つ
ひ
と
つ
解
決
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
理
念

に
基
づ
き
、
本
村
議
会
と
し
ま
し
て
も
持
続
可
能
な
議
会
改

革
並
び
に
運
営
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、議
会
提
案
（
情
報
共
有
一
元
化
推
進
）

に
よ
り
、
葛
尾
村
復
興
に
向
け
た
総
合
課
題
や
問
題
に
対
す

る
情
報
共
有
認
識
を
図
る
た
め
、
議
会
と
執
行
部
に
よ
る
月

例
情
報
交
換
会
と
称
し
、
毎
月
１
日
に
実
施
す
る
こ
と
を
合

意
し
、
昨
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

村
民
の
た
め
の
議
会
と
し
て
、
一
日
も
早
い
村
民
帰
還
に

向
け
た
果
た
す
べ
き
役
割
お
よ
び
責
任
の
重
要
性
を
信
条
と

し
て
、
年
頭
に
あ
た
り
当
議
会
議
員
一
同
活
動
す
る
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

本
年
も
当
議
会
並
び
に
村
政
に
対
し
ま
し
て
、
村
民
皆
さ

ま
の
ご
意
見
や
ご
要
望
、
そ
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

最
後
に
、
本
年
が
よ
り
実
り
あ
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す

と
共
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

 

持
続
可
能
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議
会
運
営
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目
指
し
て

葛
尾
村
議
会
議
長　
　

杉　

本　

宜　

信

役　

場

　

村　
　
　
　
　

長　

松
本　

允
秀

　

副　
　

村　
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喜
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猪
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一
彦

　

会
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管
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者
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坪
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男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
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弘

教
育
委
員
会

　

委　
　

員　
　

長　

東
海
林
幸
敏

　

職
務
代
理
者　

松
本　

美
浩

　

委　
　
　
　
　

員　

松
本　

敬
一

選
挙
管
理
委
員
会

　

委　
　

員　
　

長　

東
海
林
憲
一

　

職
務
代
理
者　

松
本　

義
朝

　

委　
　
　
　
　

員　

松
本　

一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
と
も
い

監
査
委
員

　

代　

表　

監　
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篠
木　
　

弘

　

委　
　
　
　
　

員　

松
本　

静
男

行
政
区
長
会

　

会　
　
　
　
　

長

　

下
葛
尾
区
長　

松
本　

壽
夫

　

副　
　

会　
　

長

　

大　
　

笹
区
長　

鎌
田　
　

毅

　

落　
　

合
区
長　

松
本　

惇
夫

　

夏　
　

湯
区
長　

安
部　

忠
芳

　

大　
　

放
区
長　

松
本　

英
正

　

岩　
　

角
区
長　

松
本　

勝
昭

　

野　
　

川
区
長　

東
海
林
憲
一

　

上
野
川
区
長　

渡
辺　

和
栄

　

上
葛
尾
区
長　

松
本　
　

強

　

広
谷
地
区
長　

上
野　

勝
利

　

野　
　

行
区
長　

大
槻　

勇
吉
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　村では、平成 25年度の職員採用候補者（高校卒程度）の試験を次のとおり行います。
　受験を希望される方は、受付期間内に総務課（三春の里事務所）へお申し込みください。

　◇試験区分及び採用予定人員　　一般事務　若干名 
　◇受験資格
　　昭和４７年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた方（学歴は問いません）
　◇試験の方法
　　高校卒業程度で次により行ないます。
　　　第１次試験
　　　　教養試験（職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験を行います）
　◇試験の期日および場所
　　第１次試験　２月１０日（日）　葛尾村役場三春出張所
　◇申込受付期間
　　１月７日（月）から１月２１日（月）まで（執務時間中に限る）。
　　また、郵便による申込書提出の場合は、１月２１日（月）までの消印のあるものに限り受け付けます。
　◇申込手続
　　申込用紙は、総務課（三春の里事務所）で交付します。
　 　郵便により請求する場合は、封筒の表に「試験申込用紙請求」と朱書し、１２０円の切手をはっ
た宛先明記の返信用封筒（角型２号）を同封して、簡易書留でお申し込みください。また、葛尾村
ホームページからもダウンロード（　　『平成 25年度葛尾村職員（高校卒程度）採用候補者試験
のお知らせ』の「採用候補者試験申込書」）できます。

承
認
第
２
号

  

平
成
24
年
度
葛
尾
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
に
伴
う
財
物
賠
償
情
報
提
供
経
費

お
よ
び
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
伴
う
選
挙

事
務
経
費
に
つ
い
て
、
緊
急
を
要
す
る
案

件
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
24
年
11
月
30

日
に
「
平
成
24
年
度
葛
尾
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）」
を
専
決
処
分
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議
会

に
報
告
を
行
い
承
認
を
得
た
。

　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

（
第
４
号
）、介
護
保
険
事
業
特
別
会
計（
第

３
号
）
が
次
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
38
号

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
体
の
基
本
と
な
る
構
想
お
よ

び
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
会
議
決
を

経
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
た
が
、
法
の
改
正
に
よ
り
自
主
的
な
判

断
に
委
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
村
の
方
向

性
を
定
め
る
重
要
な
計
画
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
議
会
の
議
決
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
制
定
し
た
。

議
案
第
41
号

　

葛
尾
村
放
射
線
測
定
機
器
保
守
点
検
事

業
運
営
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

本
年
５
月
末
に
各
世
帯
に
配
布
し
た
、

小
型
携
帯
型
積
算
線
量
計
お
よ
び
今
後
配

布
す
る
個
人
積
算
線
量
計
は
、
年
１
回
校

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
、

保
守
管
理
費
用
に
充
当
で
き
る
よ
う
、
電

源
地
域
立
地
対
策
交
付
金
を
財
源
と
す
る

基
金
を
設
立
す
る
た
め
制
定
し
た
。

議
案
第
42
号

　

葛
尾
村
復
興
計
画（
第
１
次
）に
つ
い
て

　

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条

例
第
２
条
第
３
号
に
基
づ
き
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
。

同
意
第
３
号

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
篠
木

弘
氏
（
下
葛
尾
）
の
任
命
に
つ
い
て
議
会

の
同
意
を
得
た
。

○
12
月
12
日(

水)

  

午
前
10
時
よ
り
開
会　

議
長
の
開

会
の
宣
言
後
議
事
録
署
名
議
員
が
指

名
さ
れ
会
期
に
つ
い
て
諮
っ
た
結
果

12
月
14
日
ま
で
と
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

　

議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。
村
長
か
ら
７
期
目
の
初
議
会
に

あ
た
り
、
行
政
運
営
の
所
信
表
明
が

行
わ
れ
た
後
、
議
案
第
38
号
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

提
出
さ
れ
た
議
案
関
係
を
一
括
上
程

に
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。
村
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
２
名

の
議
員
よ
り
一
般
質
問
が
行
な
わ
れ

一
日
目
を
終
了
し
た
。

○
12
月
13
日(

木)

休
会

○
12
月
14
日(

金)

  

午
前
10
時
開
議
、議
案
審
議
は
「
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」「
本
年
度
各

会
計
の
補
正
予
算
案
」「
監
査
委
員

の
選
任
同
意
」
は
、
原
案
の
と
お
り

可
決
・
同
意
さ
れ
た
。
続
い
て
地
方

自
治
法
の
改
正
に
伴
う
議
会
運
営
委

員
会
提
出
の
村
議
会
委
員
会
条
例
の

改
正
議
案
も
可
決
さ
れ
各
常
任
委
員

会
か
ら
申
出
書
の
継
続
調
査
と
審
査

に
つ
い
て
承
認
を
得
た
。

　

12
月
定
例
会
の
す
べ
て
の
日
程
を

終
了
し
閉
会
し
た
。

《

承　

認

》
《
補　

正　

予　

算
》

《
議　

決　

議　

案
》

《

同　

意

》
《
12
月
議
会
の
あ
ら
ま
し
》

議
会
だ
よ
り

　

平
成
24
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
12
月
定
例
会一般会計

特別会計
介護保険

歳　

入

補正前の額 1,527,500 162,110

補正額 267,000 94,821

計 1,794,500 256,931

歳　

出

補正前の額 1,527,500 162,110

補正額 267,000 94,821

計 1,794,500 256,931

（単位：千円）

平成２５年度　葛尾村職員（高校卒程度）採用試験案内

　お問い合わせ　　総務課　総務企画係　　0247-61-2860
　　　　　　　　　葛尾村ホームページ　　　http://www.katsurao.org/

「葛尾村における避難指示解除見込み時期について」国に通知しました
　１２月１７日、政府の原子力災害対策本部長宛に「葛尾村における避難指示解
除見込み時期について」の通知書を、村長および村議会議長から手渡しました。
　避難指示解除見込み時期に係る村の方針 3項目に付帯事項 7項目を加えたも
ので、内容は次のとおりです。
１．「避難指示解除見込時期」に係る葛尾村の方針
（１） 「野行行政区」、「広谷地行政区の一部（北側：通称「かげ広谷地」地区）」

の避難指示解除見込み時期は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の
事故が発生した、平成 23年 3月 11日から６年を経過した日とする。

（２） 「岩角行政区」、「大放行政区」の避難指示解除見込み時期は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事
故が発生した、平成 23年 3月 11日から５年を経過した日とする。

（３） 上記（１）及び（２）以外の区域の避難指示解除見込み時期は、東京電力株式会社福島第一原子力発電所
の事故が発生した、平成 23年 3月 11日から４年を経過した日とする。

２．付帯事項
（１） 「かげ広谷地」地区は、隣接する浪江町津島地区の状況も踏まえ、解除見込時期を浪江町津島地区と同じに

すること。
（２） 岩角行政区、大放行政区は、警戒区域に設定され長期間立ち入りが出来なかった事などにも考慮し、支援

を行うこと。
（３） 実際の解除時期の決定に当たっては、除染作業の進捗状況等を十分に勘案し、村としっかり協議した上で

行うこと。
　　 除染については、早急に除染目標を明確かつ詳細に提示し、その目標が達成されるまでは徹底的に行うこと。
（４） 村民が安心して帰村するには、水及び森林の安全・安心の確保が必要不可欠である。水においては深井戸

やろ過装置の設置、森林においては早急に方針を固め除染を行う等、徹底した確実な対策を講じること。
（５） 村内の農業用水は森林からの水であることから、徹底した森林の除染と汚染物質が農地に流入しないため

の対策を講じること。
（６）精神的損害賠償については、避難指示解除後においても生活環境等が整うまで十分な猶予期間を認めること。
（７） 仮設住宅及び借上住宅の入居者の補助支援については、避難指示が継続される限り認めるとともに、災害

公営住宅の整備も含めた、住環境の改善に努めること。
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　確定申告の時期が近づいてきました。収入や経費のわかる書類を整理し、また、原子力発電所の

事故による賠償金等の所得について次のことを参考に申告の準備をしてください。

問い合わせ　相馬税務署　０２４４－３６－３１１１
　　　　　　総務課税務財政係　０２４７－６１－２８５０

申告の準備は進んでいますか？

心身の損害又は資産の損害に対する賠償金と
して非課税となるものについては、確定申告
等の手続きおよび申告する所得に含める必要
はありません。

作付面積や出荷量をまとめてお
くと便利5

　農業日誌などに覚え書きをしておくと申告の
時期にあわてません。

　収穫量、出荷量、家で１年間消費した量、親

戚などに贈った量、年末に残った量などを記録

しておくようにしましょう。

農機具の購入や農業用の倉庫の
新築をされた場合6

　10 万円以上の農業用建物、農機具やトラッ
クなどは収支計算をすると減価償却費として、

必要経費に計上できます。また、10 万円以下

であっても全額を通常の必要経費として計上で

きます。

　なお、平成 20 年分申告より、耐用年数の過

ぎた償却資産を現在も使用している場合、取得

価格のわかる資料があれば必要経費として計上

することができます。

　詳しくは、税務署にお問い合わせください。

使い終わった通帳や証拠書類は
保存が必要7

　通帳はこまめに記帳して、使い終わったもの
は５年間保管しておくようにしましょう。

　自主流通米清算金や各種助成金等の振込額や

農業共済掛金、出荷手数料などの引き落とし額

が農業所得を計算するときに必要になります。

中山間地域等直接支払交付金は
農業収入8

　集落協定に参加されている皆さんが、協定の
代表者を通じて交付された「中山間地域等直接

支払交付金」は農業収入の雑収入になります。

　面積割りで個人毎に配分された分と、共同取

組活動分として集落で使用する分とに分れてい

ますが、共同取組活動分も税制上個人の収入と

なります。なお、共同取組活動分については、

収支計算をすると支出した年の必要経費として

控除することができます。

1

（非課税となるもの）
○避難生活等による精神的損害○生命・身体的

損害○検査費用（人）○放射線被曝○避難・帰

宅費用○一時立入費用○検査費用（物）のうち、

家事用資産に係るもの○財物価値の喪失又は減

少等

就労不能分の賠償金は課税対象
所得です2

　原発事故によって離職したことによる東京電

力からの就労不能分の賠償金は、課税対象の収

入となり、算出した所得額を含む年間の合計所

得額が 38 万円以上の方は、所得税法および地

方税法上の扶養に入ることができません。

　これから事業所等において年末調整を行うに

あたり扶養親族の確認を行いますが、就労不能

賠償金を受け取った方は扶養に入れない場合が

ありますのでご注意ください。所得額が 38 万

円以上の方を扶養に入れて年末調整を行うと、

後日確定申告により所得税を追加納付する場合

があります。

事業所得等の収入金額になる賠
償金3

　賠償金のうち、必要経費を補てんするための

ものや営業損害のうち減収分（逸失利益）に対

するもの、就労不能損害のうち給与等の減収分

に対するものなどは、事業所得等の収入金額と

なり課税の対象となります。

農業用の経費をまとめるノート
を帳簿に作っておく4

　農業に関するものであれば、鎌やクワなどの

農具、ゴム手袋１つでも経費となります。

　また、農業に使用している軽トラックのガソ

リン代や車検代・保険代・税金なども対象にな

ります。支払ったときにノートか何かに忘れな

いうちにメモすることが大切です。

浪江消防署からのお知らせ
お餅の食べ方、お酒の飲み方に注意しましょう！

　これからの時期は、お餅やお酒を飲食する機会が増える季節です。
　餅を喉につまらせたことによる窒息事故や、お酒の飲み方によっては楽しいはずの時間が一転す
ることも少なくありません。「私は大丈夫！」と自信を持っていても、体調や環境により急性アルコー
ル中毒の症状に陥ることもあります。
　安全で楽しく食事やお酒を飲食するため、注意して年末年始をお過ごしください。

借上住宅での防火講話
　　救急講習会の受講募集をしています。

　11月 26 日に福島市の『吾妻学習センター』と『まごころ福島サポートセンター』で、浪江町
の借り上げ住宅に避難されている方約１６５名を対象に、防火講話・救急講習会を実施しました。
　現在住んでいる福島市は浜通りより気温が低く、脳卒中やインフルエンザを発症する危険が高い
ことを説明し、注意するよう促しました。
　
　浪江消防署では、大切ないのち・地域の暮らしを守るため借上住宅、仮設住宅での防火講話・救
急講習会の開催を促しております。少ない人数でも、連絡をいただければ実施していきたいと思い
ますので、浪江消防署へご相談ください。

問い合わせ先　（浪江消防署は川内出張所で業務を行っています）
　浪江消防署　富岡消防署川内出張所　　　 ０２４０－３８－２１１９

あなたの健康、見守ります

－県民健康管理調査基本調査問診票のご回答のお願い－
　福島県では、原子力災害による放射線の影響を踏まえ、県民の皆さまの健康を長期にわたり見守ってい
きます。　
　その出発点として、問診票をご提出いただいた皆さまには、各々の外部被ばく線量をお伝えしております。
　現時点で推計結果の通知が届いていない皆さまには、現在、急ピッチで作業を進めておりますので、も
う少々お待ちください。

　まだ作成されていない皆さまには、基本調査問診票にご記入いただき、平成２３年３月１１日から７月
１１日までのご自身の外部被ばく線量を確認いただくために、問診票の提出をお願いします。

出前書き方説明会・相談会お申し込みについて

　県と県立医科大学では、「県民健康管理調査　基本調査問診票」に関する出前書き方説明会・相談会を
皆さまのご要望に応じて開催します。　
　詳しくは、県立医科大学県民健康管理センターまでお問い合わせください。
 
　　　開催日時　　土・日・祝祭日を除く
　　　　　　　　　午前９時から午後４時まで
　　　　　　　　　（1回当たり１０名～１５名までの相談が可能です）

問い合わせ先　
　福島県立医科大学　県民健康管理センター
　　　　　　　　　電話　０２４－５４７－１７８６

あなたの健康、見守ります。 検　索
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Information

地

域

振

興

課

食
品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
測
定
結
果

に
つ
い
て

　

葛
尾
村
村
民
会
館
で
実
施
し
て
い
る
食

品
放
射
性
物
質
簡
易
検
査
の
測
定
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
測
定
結
果
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
農

作
物
等
を
そ
の
ま
ま
簡
易
分
析
し
た
結
果

で
あ
り
、
参
考
値
で
す
。
村
内
で
採
れ
た

食
物
の
摂
取
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基

準
値
は
１
０
０
Bq
／
kg
で
す
。

※
飲
料
水
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
検

査
室
に
持
ち
込
ん
で
頂
い
た
も
の
で
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【 食品中の放射性セシウムの基準値 】

食品群
基準値
（Bq/ ㎏）

飲料水 10

牛乳 50

一般食品 100

乳児用食品 50

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
よ
り
報

告
し
ま
す　

　

葛
尾
村
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
は
、
5

月
13
日
よ
り
村
内
の
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

平
成
24
年
11
月
30
日
ま
で　

66
頭

※
双
葉
郡
の
イ
ノ
シ
シ
に
は
摂
取
・
出
荷

制
限
が
出
て
い
ま
す
。
山
中
は
、
場
所
に

よ
り
高
い
放
射
線
量
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
村
内
で
の
活
動
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

品　　名 測定件数 検出件数
基準値
超件数
(100Bq/Kg 以上 )

セシウム（134+137)の
合計値

最小値 最大値
あけび 1 1 0 40 40
柿 3 3 1 17 157

キウイフルーツ 4 4 1 38 123
椎茸 2 2 2 1,777 3,129
ナンテン 1 1 1 287 287
はちみつ 1 1 1 380 380

【測定年月日：11 月 1日～ 11 月 30 日】　 （単位：Bq/kg）

問　

地
域
づ
く
り
推
進
係

　


０
２
４
７―

61―

２
８
５
０

木
工
製
品
の
加
工
場
設
置
！

み
ん
な
で
、
腕
を
ふ
る
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

狐
田
仮
設
団
地
の
敷
地
内
に
、
木
材
等
を
使
っ
た
加
工
製
品
を
作
る
た
め
の
加
工
場

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
加
工
場
は
、
北
海
道
の
「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ぼ
り
べ
つ
ク
ラ
ブ
お
に

ス
ポ
」
と
い
う
団
体
か
ら
、
福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業(

地
域
協
働
モ
デ
ル

支
援
事
業)

を
活
用
し
て
、
加
工
場
や
工
具
等
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

葛
尾
村
民
に
生
き
が
い
と
な
る
仕
事
を
提
供
し
、
福
島
県
葛
尾
村
と
北
海
道
の
地
域

間
交
流
等
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
加
工
製
品
の
販
売
ル
ー
ト
の
促
進
や
、
新
商
品

開
発
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
雇
用
の
確
保
や
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

北
海
道
幕
別
町
か
ら
搬
送
さ
れ
る
白
樺
の
木
を
使
っ
て
置
物
等
を
作
っ
た
り
、
い
ろ

ん
な
材
料
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
品
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

加
工
場
は
、
作
品
を
作
り
な
が
ら
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
で
き
る

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
村
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
歓
迎
で
す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お問い合わせ
　公民館　 0247-61-2860

公

民

館

お 知 ら せ

戸籍の窓口（11月15日～12月14日届出分）

　かつらおスポーツクラブは、現在、三春町斉藤地区の中妻
体育館をお借りして、フットサルやインディアカなどのス
ポーツ活動をしてます。
　体育館をお借りしている感謝とお礼の意味を込めて、１２
月１日と２日の両日、クラブ会員約２０名が中妻体育館の階
段のさび落としとペンキ塗りを行いました。

日頃の感謝を込めて

　１１月１７日、第２８回福島県中学校選抜剣道大会が郡山
市で開催され、阿部祐菜さん（野川）が郡山市立行健中学校
チームの次鋒として出場し、準優勝しました。
　祐菜さんは、葛尾少年剣道団の団長でもあり、各種大会等
で活躍しています。

子どもの名　宮本　陽
はると

翔くん

誕　生　日　12 ／ 4

保　護　者　博史・美幸

行　政　区　野行

こんにちは赤ちゃん

第 28回福島県中学校選抜剣道大会

ご結婚おめでとうございます




新郎・新婦　　届出日　　出身地

齊藤　勇一　 
12 ／ 3

 　 上野川
吉田祐紀江　　　　　　 田村市

寄付金は、基金に積立て、有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
葛尾村では、ふるさと寄附金（ふるさと納税）を募集しています。
あなたの「ふるさと」  を応援してください！
　総務課　総務企画係　電話 0247-61-2860

次の方よりご寄付をいただきました。

ふるさと納税「がんばれ葛尾」応援寄付金

◆お名前

　田中貴市朗さま（栃木県那須塩原市）



平成 25年１月 （10）（11） 平成 25年１月

　新年を迎え、「お正月だから」という言葉に甘えて、つい食べ過ぎたり飲み過ぎたりして

いませんか？お正月は、食事も生活リズムも変わってしまうので、体重が増えやすくなって

しまいます。

気をつけましょう！

　1. あまり動かず、だらだら過ごす

　2. テレビを見ながら食べる（食べた量がわからなくなる）

　3. 夜更かしをする

　4. 朝遅く起きる（朝寝坊）など　

　 　当てはまる方は、生活のリズムが大きく崩れているかもしれませんので、正月太りしな

いよう気をつけましょう。

　正月料理は味付けが濃く、比較的高カロリーのものが多いので注意が必要です。

　カロリーを考えると、おもちは 1日 2切れほどで我慢した方が良いようです。

　お正月だからといって、一日中ゴロゴロするなどの寝正月は避け、外にでかけるなど体を

動かす機会を作り、一日一回体重計に乗って体重をチェックしましょう！

　1月のあそびの教室では、保育士などによる絵本の読
み聞かせや親子遊びを行います。
　広いお部屋で家族の方やお友だちと一緒に元気いっぱ
い体を動かしましょう！

日　時　　１月１８日（金）　
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　　三春町中妻地区公民館
　　　　　（中妻分館前仮設住宅となり）
対象者
　【あそびの教室】満 1～ 3歳のお子さんとその保護者
　【妊婦相談会】　妊婦
　　（内容）・妊婦さん同士の交流
　　　　　・先輩ママの体験談
　　　　　 ・保健師などによる健康相談　　など
参加費　　無　　料 
　※参加される方は、事前にお申し込みをしてください。

問　住民生活課　健康福祉係
　　　０２４７－６１－２８５０

健
だ
よ
り

保

電子レンジを使って簡単にできる料理教室を開催します。
ぜひご参加ください！

時　間　　午前９：３０～１１：３０
１月１７日（木）　中妻仮設集会所
　　３１日（木）　貝山仮設集会所

問　住民生活課　健康福祉係（ 0247-61-2850）

電子レンジで楽チン♪クッキング教室今月の

あ
そ
び
の
教
室
と

　

妊
婦
相
談
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

先月の報告

　先月の遊びの教室・妊婦相談会では、たく
さん体を動かして遊ぶ以外にも、臨床心理士
さんと参加したお母さん達で情報交換や悩み
相談を行いました。

　また、食育教室では食生活改善推進員の松
本トキさん（野川）と小山百子さん（下葛
尾）に作ってもらった野菜入りホットケーキ
を、みんなでおいしくいただきました。

お正月を健康に過ごしましょう
　１１月１４日、柴原多目的運動場で、グ
ラウンドゴルフ大会が開催されました。
　５４名が参加し、和気あいあいとしたプ
レーが繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。
　【男子】　１位　松本惇夫さん ( 落合 )
　　　　　２位　吉田勝一さん ( 大放 )
　　　　　３位　松本英正さん ( 大放 )　
　　　
　【女子】　１位　吉田幸子さん ( 大放 )
　　　　　２位　菅野ハルヨさん ( 下葛尾 )
　　　　　３位　松本仁子さん ( 下葛尾 )
　【総合】　優　勝　松本惇夫さん
　　　　　準優勝　吉田勝一さん　
　　　　　３　位　松本英正さん

　1２月 1３日、中妻体育館でクロリティ
大会が開催されました。
　６２名が参加し、本大会の最高得点が飛
び出すなど白熱したプレーが繰り広げられ
ました。結果は次のとおりです。
【男子】　１位　渡邉　茂さん ( 広谷地）
　　　　２位　松本　源治さん ( 広谷地）
　　　　３位　菅野　正美さん ( 広谷地）
【女子】　１位　高野フサヨさん ( 野行）
　　　　２位　松本　京子さん ( 広谷地）
　　　　３位　根岸フミ子さん ( 上葛尾）

第６６回グラウンドゴルフ大会

第５８回クロリティ大会

 　葛尾村社会福祉協議会三春事務所
　　　　〒 963-7713 三春町大字柴原字柴原 80-1 　　　TEL　0247-62-8687　　FAX　0247-61-1022

佐
賀
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

　

11
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、

わ
ん
ぱ
く
教
室
生
16
名
が
佐
賀
県

神
埼
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

か
ら
招
待
を
受
け
神
埼
市
を
訪
れ
、

小
学
生
と
交
流
を
行
っ
た
り
、
吉

野
ヶ
里
公
園
で
勾
玉
作
り
や
火
お

こ
し
体
験
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、
佐
賀
市
の

嘉
瀬
川
河
川
敷
に
準
備
さ
れ
た
６

機
の
熱
気
球
を
、
愛
好
者
の
方
々

と
一
緒
に
直
径
15
メ
ー
ト
ル
の
気

球
を
広
げ
、
風
を
送
り
込
ん
だ
あ

と
３
人
ず
つ
ゴ
ン
ド
ラ
部
分
に
乗

り
込
み
ま
し
た
。
バ
ー
ナ
ー
で
気

球
の
中
を
温
め
る
と
ゆ
っ
く
り
と

上
昇
し
、
高
度
１
０
０
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
を
約
20
分
間
飛
行
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
青
空
が
広
が
り
風
も

穏
や
か
で
、
子
ど
も
た
ち
は
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
よ
う
に
見
え
る
景
色
と
、

見
渡
す
限
り
に
広
が
る
佐
賀
平
野

の
大
地
と
大
空
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

引
率
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
葛

尾
小
学
校
の
大
和
田
正
恵
校
長
先

生
と
猪
狩
も
よ
子
先
生
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。



平成 25年１月 （12）（13） 平成 25年１月

いつまでも健康で！
寿学級

　

寿
学
級
で
は
12
月
６
日
、
貝
山
仮
設
集

会
所
に
お
い
て
健
康
維
持
に
関
す
る
講
演

会
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

県
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
「
食
べ
る

楽
し
み
い
つ
ま
で
も
」
で
は
、
正
し
い
歯

磨
き
の
仕
方
や｢

歯
つ
ら
つ
体
操｣

を

行
っ
て
、
口
や
歯
の
元
気
は
身
体
の
健
康

や
老
化
防
止
、
生
き
が
い
に
深
く
関
わ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
看
護
協
会
の
栄
養
士
さ
ん
に

よ
る
「
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
の
楽
し

い
食
事
」
で
は
、
実
際
に
減
塩
の
味
噌
汁

や
漬
け
物
の
味
見
を
行
い
ま
し
た
。
減
塩

で
も
鰹
節
や
昆
布
の
う
ま
み
や
、
酢
や
レ

モ
ン
等
の
酸
味
を
入
れ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
食
生
活
の
コ
ツ
で
減
塩
が
で
き
る

こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

いっぱい練習したよ
幼稚園

　

12
月
６
日
、
三
春
町
懐
想
記
念

館
三
春
に
お
い
て
、
三
春
町
婦
人

会
と
葛
尾
村
婦
人
会
の
交
流
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
三
春
・
葛
尾
両
町
村
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
議
会
議
長
並
び

に
教
育
長
さ
ん
を
お
招
き
し
、
会

員
１
２
０
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
各
地
区
か
ら
歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
食
を
は

さ
み
な
が
ら
、
活
動
状
況
を
語
り

あ
い
、
一
層
の
絆
を
確
か
め
あ
い

ま
し
た
。

　

12
月
７
日
、
三
春
分
園
に
て
葛
尾
幼
稚

園
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、
お
婆
さ
ん
た

ち
に
合
唱
・
合
奏
・
劇
・
ダ
ン
ス
を
見
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
楽
器
演

奏
や
、
劇
の
台
詞
、
演
技
に
お
家
の
人
た

ち
は
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

健康支援で楽しいひととき
仮設集会所

　

岩
江
地
区
健
康
づ
く
り
元
気
か

〜
い
（
事
務
局　

伊
丹
勇
次
郎
さ

ん
（
三
春
町
））
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

４
カ
所
の
仮
設
集
会
所
に
お
い
て
、

６
回
に
わ
た
り
健
康
支
援
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
や
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

な
ど
を
し
た
り
、「
こ
れ
か
ら
音

頭
」
に
あ
わ
せ
て
体
操
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
元
気
か
〜
い
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

笑
い
を
絶
や
す
こ
と
な
く
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

岩
江
地
区
健
康
づ
く
り
元
気
か

〜
い
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
再
任

篠
木
弘
さ
ん
（
下
葛
尾
）

　１１月２７日、貝山仮設集会所においてイギリ
スの吟遊詩人ニック・ヘネシーさんによるリサイ
タルが行われました。
　通訳の冠木友紀子さん（横浜在住）と共に、イ
ギリスの民謡や懐かしい物語を、ケルティック・
ハープの素朴で透き通るような調べと、響き豊か
な歌声で会場を魅了しました。

道路にゴミ捨てないで！
わんぱく教室

　

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
は
11
月

17
日
、
ふ
た
ば
警
察
署
の

方
々
と
斉
藤
里
内
地
区
の
ゴ

ミ
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
た

ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶
等

の
ゴ
ミ
の
多
さ
に
、
子
ど
も

た
ち
は
ポ
イ
捨
て
は
や
め
て

と
い
い
な
が
ら
、
環
境
美
化

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
集
会
所
に
お
い

て
「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
の

交
通
教
室
」
の
ビ
デ
オ
を
見

た
り
、
仮
設
団
地
内
で
の
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
等
を

教
わ
っ
た
り
し
て
交
通
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。

イギリスから歌と語りのおくりもの
吟遊詩人ニック・ヘネシーさん

　

任
期
満
了
と
な
っ
た
葛
尾
村
監
査
委
員

に
、
篠
木
弘
さ
ん
が
議
会
の
同
意
を
得
て

再
任
さ
れ
、
12
月
17
日
付
で
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
28
年
12
月
16
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

　

監
査
委
員
は
、
村
の
財
務
事
務
や
、
事

業
の
執
行
状
況
を
監
査
す
る
機
関
で
す
。

「
婦
人
会
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

三
春
町
・
葛
尾
村

「寿太鼓」を披露しました

　葛尾村婦人会では会員を募集し

ています !!

　皆さんと一緒に語りあいながら、

避難生活を乗り越えていきましょ

う。お気軽に声をかけてください。

　　　葛尾村婦人会会長

　　　　　　　　松本しげ子

来賓の皆さんを交えて



平成 25年１月 （14）（15） 平成 25年１月

避難先をお知らせください
避難先住所を移動された方は、変更
があった日から 14 日以内に、住民
生活課窓口に届出をしてください。
　
　０２４７－６１－２８５０

団　地　名
測定時刻・地上高別線量（単位：μsv/h）

時　刻 地上１cm 地上１ｍ

貝 山 団 地 9：35 0.11 0.12

旧中郷小学校団地 9：45 0.12 0.11

狐 田 団 地 10：12 0.11 0.13

中 妻分館前団地 11：04 0.17 0.21

過 足 団 地 10：00 0.13 0.15

斉 藤 里 内 団 地 10：38 0.11 0.12

斉 藤場上田団地 10：30 0.14 0.14

鷹 巣 瀬 山 団 地 11：26 0.18 0.18

西 方 浮 貝 団 地 11：16 0.15 0.14

葛尾村の避難状況について

県 内 避 難 者

仮設住宅 817

借上住宅 524

親類宅等 74

計 1,415

県 外 避 難 者 103

計 1,518

平成 24 年 12 月 14 日現在（外国人含む）

６日（日）　大正琴(社協）　

７日（月）　わんぱく教室（狐）

９日（水）　パッチワーク教室（貝）

12日（土）　民謡舞踊教室（狐）

16日（水）　パッチワーク教室(貝）

17日（木）　 料理教室（中）　　　

寿学級（旧）

18日（金）　あそびの教室（中公）

20日（日）　大正琴（社協）

22日（火）　女性学級（貝）

23日（水）　パッチワーク教室（貝）

24日（木）　糖尿病予防教室（中公）

27日（日）　新春

　　　　　　バレーボール大会

　　　　　  （岩江小学校体育館）

30日（水）　パッチワーク教室(貝）

31日（木）　料理教室（貝）

12月10日（月）～１月７日（月）まで

年末年始の交通事故防止

　　　　　　県民総ぐるみ運動

葛尾村三春出張所連絡先

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

12013
January

今月の行事

■三春の里事務所
 ［総務課 ( 税務財政係を除く )・議
会事務局・教育委員会・公民館］
〒 963-7722
　福島県田村郡三春町大字西方
　　　　　　　　　　字石畑270-1
 　0247-6 1-2860（代表）
FAX　0247-62-3966

■貝山事務所
［住民生活課・地域振興課・税務財
政係・出納室・農業委員会］
〒 963-7719 
　福島県田村郡三春町大字貝山
　　　　　　　　　字井堀田287-1
 　0247-6 1-2850（代表）
FAX　0247-62-0282

仮設住宅団地の放射線量
簡易測定器により測定（平成24年12月13日） 

場　所 略
貝 山 仮 設 集 会 所 貝
過 足 仮 設 集 会 所 過
狐 田 仮 設 集 会 所 狐
斉 藤 場 上 田 集 会 所 場
旧中郷小学校仮設集会所 旧
西 方 浮 貝 集 会 所 西
斉藤里内仮設集会所 里
中 妻 集 会 所 中
鷹 巣 瀬 山 集 会 所 鷹
中 妻 体 育 館 中体
旧中郷小学校東集会所 東
中 妻 公 民 館 中公
社 会 福 祉 協 議 会 社協
三 春 町 体 育 館 三体
葛尾幼稚園三春分園 幼

1月 1日 矢吹医院 三春町  0247-62-3015
2日 秋元医院 田村市船引町  0247-82-1514
3日 橋本医院 小野町  0247-72-3711
6日 大方病院 田村市船引町  0247-82-1117
13日 西山医院 三春町  0247-62-2473
14日 奥秋医院 田村市船引町  0247-86-2034
20日 公立小野町地方綜合病院 小野町  0247-72-3181
27日 都路診療所 田村市都路町  0247-75-2003

h
ttp

:/
/
rad

io
activity.m

ext.go
.jp

/
ja/

list/
2
0
7
/
list-

1
.h
tm

l

平
成
24年

度
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
測
定
値（
葛
尾
村
）
№
12

12/
6　
10：
30　

0.9μ
sv/h

12/13　
10：
40　

0.8μ
sv/h

風
越（
K1）

12/
6　
10：
20　

1.1μ
sv/h

12/13　
10：
28　

1.0μ
sv/h

中
平（
K2）

12/
6　
10：
12　

1.0μ
sv/h

12/13　
10：
20　

0.9μ
sv/h

東
平（
K3）12/

6　
11：
06　

0.5μ
sv/h

12/13　
11：
27　

0.5μ
sv/h

役
場
【
※
1 毎
日
計
測
】

12/
6　
12：
11　

5.5μ
sv/h

12/13　
14：
23　

5.2μ
sv/h

広
谷
地（
K6）

12/
6　
11：
54　

10.0μ
sv/h

12/13　
13：
34　

9.5μ
sv/h

野
行（
K8）

12/
6　
11：
45　

1.6μ
sv/h

12/13　
13：
25　

1.5μ
sv/h

岩
角（
K9）

12/
6　
11：
21　

1.4μ
sv/h

12/13　
11：
45　

1.4μ
sv/h

大
放（
K11）

12/
6　
11：
35　

0.9μ
sv/h

12/13　
12：
00　

0.9μ
sv/h

大
笹（
K10）

12/
6　
10：
59　

1.2μ
sv/h

12/13　
11：
17　

1.1μ
sv/h

仲
ノ
内（
K4）

12/
6　
10：
53　

0.7μ
sv/h

12/13　
11：
11　

0.6μ
sv/h

湯
殿（
K5）

12/
6　
10：
46　

1.3μ
sv/h

12/13　
11：
03　

1.1μ
sv/h

境
ノ
岫【
※
1 毎
日
計
測
】

12/
6　
12：
00　

4.6μ
sv/h

12/13　
12：
00　

4.4μ
sv/h

柏
原【
※
２
 毎
時
計
測
】

※受診の際は、健康保険証を持参してください
　　福島県医師会　http://www.fukushima.med.or.jp/
　　田村医師会　http://www1.tma.or.jp/



平成 25年１月 （16）

公式ホームページ　http://www.katsurao.org/
メールマガジン登録　http://katsurao.inf-gov02.jp/regist.html
広報担当電子メール　hp@vill.katsurao.lg.jp

葛尾村ホームページ
( 携帯用 ) はこちら→

葛尾村メールマガジン
の登録はこちら　→

●男　性 796 人（－ 3）
●女　性 720 人（－ 3）
●合　計 1,516 人（－ 6）
●世帯数 471 世帯（± 0）

人の動き人の動き 平成 24 年 12 月１日現在
（外国人含む）

村のようす
かつらお子供絆イルミネーション
　かつらお子供絆クリスマス会実行委員会の
皆さんにより、約８０００個の電球が飾られ
た葛尾村社協（中郷）のイルミネーション。

　昨年の６月に中郷（東）仮設団地に住む方が痛ましい事故
に遭い、４名の尊い命が絶たれました。
　ショックから身の震える想いのなか、遺族である清野さん
の娘さんお二人から、お世話になったお礼にとクラフトテー
プで作った籠を頂きました。茶菓子や小物入れなどにできる、
とてもかわいいものでした。
　彼女たちも避難先で習得されたものと聞かされ、早速私た
ちも指導して欲しいとお願いしたところ、気持ちよく引き受けて頂き、二本松から何度も足を運び教えて
下さいました。支え合いセンターの担当者の協力もあり、いろんなデザインや編み方に挑戦し、たくさん
の作品が出来上がりました。
　お二人の娘さんを通じて、生前の方々の絆が続いていると実感しております。
　出来上がった作品は、友達や子ども、孫たちにプレゼントしてとても喜ばれています。
　また、みんなで楽しみながら作ることにより、仕上げる喜びと張り合いを感じることが出来ます。
　不自由な生活の中ではありますが、楽しみをみつけ夢を持ち続けたいと思います。

絆　永遠に
旧中郷小学校東仮設団地 VOL.8

皆さまからの情報や意見のご提供をお待ちしております。
（メール）hp@vill.katsurao.lg.jp
 0247-61-2850・0247-61-2860

　このコーナーは、仮設住宅や仮
設店舗、支え合いセンターの話題
や避難されている皆さんのコー
ナーで、離れているひとりひとり
の思いがつながり、笑顔が絶えな
いよう“かつらお”の文字をと
り「なかまで　つながる　みら
いの　えがお」としました。
　多くの皆さんの元気な笑顔を届
けたいと思います。


